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           来
る
八
月
一
〇
日
（
日
曜
日
）
に
、
化
石
発

見
２
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
 

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

丹
波
竜
化
石
発
見
か
ら
丸
２
年
を
経
過
す
る

の
を
記
念
し
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
２
会
場
に

分
け
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

時
間
は
午
前
一
〇
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
 

 ◆
第
一
会
場
：
発
見
現
場
周
辺 

•  

等
身
大
木
製
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成

披
露
 
（
一
〇
時
 
特
別
ゲ
ス
ト
招
待
）
 

•  

大
人
と
こ
ど
も
の
七
夕
ま
つ
り
 
―
 

駐
車
場
か
ら
発
見
現
場
の
農
道
 
（
老
壮

会
の
協
力
に
よ
る
）
 

•  

化
石
産
状
の
展
示
 
（
山
南
住
民
セ
ン

タ
ー
よ
り
借
り
受
け
て
）
 

•  

発
見
現
場
一
日
開
放
 

•  

各
種
バ
ザ
ー
 

 ◆
第
二
会
場
：
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

•  

夏
休
み
こ
ど
も
教
室
 

•  

○
○
○
○
 

 

           里
づ
く
り
協
議
会
で
は
間
伐
材
を
利
用
し

た
実
物
大
木
製
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
完
成
に
む

け
て
日
夜
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

間
伐
材
の
搬
出
、
製
材
、
組
み
立
て
な
ど
多

く
の
困
難
な
作
業
工
程
に
た
く
さ
ん
の
出
役

者
の
協
力
で
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
七
月
末

ま
で
に
発
見
現
場
近
く
に
建
て
ら
れ
み
な
さ

ん
に
披
露
で
き
ま
す
。
 

上
久
下
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

              

                                    

    去
る
七
月
十
二
日
、
上
久
下
老
壮
会
と
自
治

会
長
会
の
メ
ン
バ
ー
男
女
四
十
数
名
に
よ
っ

て
、
猛
暑
の
中
で
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
一
斉
草
刈

り
、
庭
木
の
剪
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

毎
年
七
月
の
行
事
の
一
環
と
し
て
の
作
業

で
す
が
例
年
に
な
く
暑
い
日
差
し
の
中
で
メ

ン
バ
ー
は
汗
に
ま
み
れ
て
約
三
時
間
、
奮
闘
さ

れ
ま
し
た
。
 

出
役
さ
れ
ま
し
た
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
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    上
久
下
茶
道
同
好
会
（
代
表
：
森
田
紀
代
美

さ
ん
）
で
は
恐
竜
化
石
発
見
の
地
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
茶
会
を
七
月
二
七
日
に
行
い
ま
し
た
。
 

昨
年
の
一
回
目
に
続
き
、
本
年
も
恐
竜
で
ま

ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
恐
竜
の
里
づ
く
り

協
議
会
に
売
上
金
利
益
で
応
援
し
た
い
と
、
市

内
外
か
ら
多
数
の
参
加
で
盛
況
の
う
ち
に
終

わ
り
ま
し
た
。
 

同
好
会
の
皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

     「
自
然
豊
か
な
上
久
下
の
地
に
は
ま
だ
ま

だ
宝
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
」
 

と
は
恐
竜
化
石
発
掘
を
現
場
で
指
揮
す
る

三
枝
主
任
研
究
員
の
言
葉
で
す
。
 

私
た
ち
の
上
久
下
地
区
に
は
、
ま
だ
私
た
ち

も
気
づ
い
て
い
な
い
地
球
上
の
貴
重
な
宝
物

が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
自
然
が
残
し
て

く
れ
た
そ
の
宝
物
は
風
景
、
景
観
ば
か
り
で
な

く
、
地
上
・
地
下
に
残
さ
れ
て
い
る
未
知
の
も

の
を
私
た
ち
の
手
で
見
つ
け
出
せ
れ
ば
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。
 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
上
久
下
の
地

内
を
上
久
下
の
人
の
手
で
、
将
来
の
上
久
下
の

為
の
宝
物
を
探
し
出
す
自
然
観
察
会
を
定
期

的
に
計
画
す
る
予
定
で
す
。
 

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
お
楽
し
み
に
。
 

                   上
久
下
東
部
 農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

活
動
の
会
（
代
表
：
吉
竹
寛
二
さ
ん
）
と
下
滝

公
民
館
（
館
長
：
村
上
鷹
夫
さ
ん
）
は
、
去
る

七
月
十
九
日
に
、
広
田
の
東
に
あ
る
水
田
ビ
オ

ト
ー
プ
に
お
い
て
、
講
師
に
村
上
俊
明
さ
ん

（
篠
場
：
一
級
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
）
を
招
い

て
生
き
も
の
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
子
ど
も
三
十
二
名
を
含
む
合
計
五

〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
田
ん
ぼ
で
親
子
で
ど
ろ

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
生
き
も
の
を
捕
ま
え
て

い
ま
し
た
。
 

ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
・
モ
ツ
ゴ
、

ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
が
多
か
っ
た
ほ
か
、
最
近
少

な
く
な
っ
て
い
る
コ
オ
イ
ム
シ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
イ
モ

リ
の
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
も
見
ら
れ
、
参
加
者
た
ち

は
生
き
も
の
の
多
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

    山
積
す
る
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
、
事
業

の
計
画
や
実
施
に
つ
い
て
活
動
推
進
員
の
補

佐
役
と
し
て
の
仕
事
で
す
。
 

 

•  

期
間
：
平
成
二
〇
年
九
月
一
日
〜
平
成

二
一
年
三
月
三
一
日
 

•  

勤
務
時
間
：
四
時
間
（
原
則
と
し
て
午

前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
）
 

•  

休
日
：
木
・
土
・
日
・
祝
 

•  

条
件
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
文
書

処
理
の
で
き
る
方
 

•  

〆
切
：
平
成
二
〇
年
八
月
八
日
（
金
）、

午
後
五
時
 

応
募
さ
れ
る
方
は
簡
単
な
履
歴
書
を
添
え

て
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
と
し
ま
す
。 

（
上
久
下
自
治
協
議
会
長
）
 

              

              

か
み
く
げ
自
然
観
察
会

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
計
画

茶
道
同
好
会
が

恐
竜
の
里
茶
会 

水
田
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
会

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る 

 

臨
時
職
員
募
集

上
久
下
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

皆さんといっしょに、 
元気な上久下を作りましょう！ 
 
里づくり協議会では、まちづくり活動にご参加いただけ
る方を募集しています。各集落の協議会委員または上久
下地域づくりセンターまでお声かけ下さい。 
★毎月第２土曜日、午後８時より地域づくりセンターで
会合を行っています。だれでも参加は自由です。 
 
 

お問い合わせは 
上久下地域づくりセンター 0795 78 0001 


